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化を早急に探知して，予測モデルの変更などのアク

ションをとる必要がある.本論文は，過去の予測誤

差の変動状況から，モデル(あるいはパラメータ〉

を変更すべき予測誤差の信頼限界値をし、かに設定す

べきかに関して述べられたものである.

論文の前半においては， 平滑化誤差 (smoothed

error) の分散について数値解析が行なわれている.

すなわち分散はノイズ，平滑化定数そして 2 項係数

の自乗の和によって示され，予測誤差の和の分散は，

次式に示す如く自由度の 1 つ少い平滑化誤差の分散

を平滑化定数の自乗で割ったものに等しいことが証

明されている.

(1) s :V+l=σ:v/日2

ただし σL: 自由度(N)の平滑化誤差の分散

SN+l ・自由度 (N+1) の予測誤差の和

の分散

日.平滑化定数

指数平滑法による予測システムのモニタリングに

関しては， R. G. Brown と D. W. Trigg によっ

て研究が発表されている Brown はモニタリング

のために，次式によって示されるトラッキング・シ

グナルの計算を提案し，合わせてその信頼限界も設

定した.

(2) トラッキング・シグナル=2:匂/MAD

ただし εi. 期の予測誤差

MAD: 平均絶対偏差 (Mean Absoｭ

lute Dev則ion)

また Brown は予測誤差の和の分散を，次のよう

な一般的な関係として定式化し，

(3) 予測誤差の和の分散= σ2 
1 一(l -a)'.'{

ただし σ2 ・データに含まれているノイズの分

散

N: 自由度

他方， MAD は 2σ/ゾπ(2一日〕で示されるから

2 シグマ限界を次のごとく書き表わしている.
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V 1 ー (1-a)2N

Trigg は Brown の式を改善し，予測誤差の和を

平滑化誤差で置き換える簡単な修正を加え，標準偏

差 σ=1.2MAD なる関係を利用して， 次の 2 シグ

マ限界を提案した.

(5) :r. 2.4-vfa/(2一日〕

Trigg はこれらの関係を基に，シミュレーショソ

によって四ニ0.1，百二0.2 の場合に関してトラッキ

ング・シグナルの値に対する累積確率を求めている，

このように求めた信頼限界が，アダプティブ(移動

平均法や指数平滑法〉システムにおいては系列相関

の影響があるため，厳密な意味で現実に適用できな

いと認めながらも，実際において平滑化の程度(応

答度〉が小さい場合，それ程の修正が必要ないであ

ろうと述べている.しかし著者は，経験上その修正

は重要であるとし Trigg が求めた値と実際に比較

を行ない，日=0.1 の場合で20%，自=0.2 の場合で

25%の違いがあることを指摘している.

論文の後半は，前述の関係式(1)を利用して， トラ

ッキング・シグナノレの信頼限界値を，正規分布表お

よびシミュレーションによって求めている.信頼限

界を数値計算で求める場合 2 つの系列相関を含む

変数の比率を取り扱うため，非常に難しい.しかし

ながら日が小さいと仮定すれば， MADが比較的一

定の値に近づくため計算が可能となる.そこで平滑

化誤差が零を平均とする正規分布に従うと仮定すれ

ば， トラッキング・シグナルは近似的に零を中心と

して次のような分散を持つ正規分布となる.

(i π 主 r N ノ 12

(6) ); 1. ".' • I 
1百二可2iY i~O li/ (Nー仏IJ

著者は日=0.1 に関して正規分布表よりトラッキ

ング・シグナルの限界値を計算し，同様に a=O.l ，

0.2 , 0.3 , 0.4 , 0.5に関しシミュレーションによっ

てその信頼限界値を求めている.この結果，シミュ

レーションによる各累積確率に対する信頼限界値と

理論的に数式から求められた値が，ほぼ一致すると

確められている(星野洪二)
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この本に盛られている内容は

1. オベレーションズ・リサーチとは

2. 線形計画法

3. ネットワーク分析と PERT
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4. 確率と確率分布

5. 待ち行列

6. シミュレーション

7. 在庫管理

である.この本はもともと「文科系のためのORJ

として執筆されたため，それほどむずかしい数学を

使わす.に，上記の各分野のエッセンスをわかりやす

く読者に理解させようとしている努力がはっきりと

出ている.

この本では，主に 2章と 3章の線形計画法とネ

ットワーク分析に力点がおかれているということは

著者の今までの活躍から推して当然のことである.

特にネットワーク分析では限られた紙数に PERT，

CPM に関連する事柄をうまく収めており，これが

この本の特徴をかたち作っている.

特に各分野で、目につく点は，日常的な例を引用し

て各手法の適用方法を説明しているが，この意味で，

この本の意図する「文科系のためのORJ が生かさ

れている.

評

この本の意図する点をより充実させるために，つ

ぎのような点を著者に期待する次第です.

1. ORのー特徴として interdisciplinary とい

われているが，より具体的な形で、の結びつき方

の議論がなされるべきであろう.

2. システムズ・アプローチということがし、われ

ているが，それが各手法を用いた問題解決の場

でどのように生かされるかがケース・スタディ

の形で提供されるならば，より ORの手法が現

実の問題解決手段として有効になってくるであ

ろう.

3. 各手法の将来の発展方向，展望が付されてい

るならば，現在おかれている状態がどういうも

のかより鮮明になったのではないか.

これらの点は非常に欲張った要望で、あるが，理論

的，実際的に多年にわたって活躍されてこられた著

者に多大の期待を寄せている結果である.より幅の

広い「文科系のためのORJ を期待しています.

(宮嶋勝〉
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